
 

 

 

 

 

 

株式会社Ｈ＆Ｓプランニング様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定されました！ 

～「とうほうＳＤＧｓサポートサービス」による「ＳＤＧｓ宣言書」策定支援～ 

 

東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、お客さまのＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な

開発目標）に関する取組みを支援するため、「とうほうＳＤＧｓサポートサービス（以下、本サービス

とします）」をご提供しております。 

この度、本サービスの利用を通じ、株式会社Ｈ＆Ｓプランニング様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定され

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本サービスは、対話を通してお客さまのＳＤＧｓへの取組状況の確認と、経営課題の見える化を行う

ことで、お客さまの課題解決に向けた具体的な取組みをサポートしております。 

また、診断結果に基づく「ＳＤＧｓ宣言書」の作成により、お客さまの特色ある取組みを発信すると

ともに、社会全体でのＳＤＧｓの機運も高めております。 

当行では、引続きお客さまのニーズに応じたサービスを提供し、お客さまの成長・発展、持続可能な

地域社会の実現に貢献してまいります。 

 

記 

 

発 行 企 業 株式会社Ｈ＆Ｓプランニング 

代 表 者 代表取締役 鎌田 仁 

所 在 地 福島県郡山市香久池１丁目２０－２７ 

事 業 内 容 
建物解体工事・外構工事・舗装工事・内装解体工事・足場仮設工事・造成工事・とび

土木工事・土木一式工事 

企 業 概 要 

当社は福島県郡山市に本社を構え、建物解体工事を中心に、土木工事、足場仮設工 

事、舗装工事、外構工事など幅広いサービスを提供しております。 

経営理念として「解体から未来を創る」を掲げ、全従業員の成長と幸福を重視し、 

好奇心や努力、感謝の心を育む企業文化を推進、お客さまへ高品質なサービスの提供

に努めております。 

今後も、持続可能な社会の実現に向けて、安全かつ高品質な施工を心がけてまいり

ます。 

 

 

２０２４年１２月１０日 

東邦銀行グループでは、『サステナビリティ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して 

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 



ＳＤＧｓ宣言書
2024年9月30日

株式会社H&Sプランニング
当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた取組を以下の通り宣言します。

カテゴリ テーマ 具体的な取組 ＳＤＧｓゴール

人権・労働
従業員とその家族の

幸福度向上

性別や障がいの有無を問わず活躍できる職場づくりを行い、全

従業員の幸福度向上に貢献してまいります。

・地元採用を積極的に行い、性別や障がいの有無によって働く機会が奪

　われることの無い職場づくりと、誰もが安心して働ける社会の実現を

　目指す。

・完全週休二日制を導入し、従業員のワークライフバランスの強化、

　従業員とその家族の幸福度を向上させる。

環境
環境と

健康の維持

従業員と地域住民の健康、環境を守ることに貢献してまいりま

す。

・解体工事で排出される産業廃棄物の最小化を図り、再生可能な資源へ

　リサイクル活動を強化する。

・産業廃棄物を適切に処理し、周辺環境や住民・従業員の健康を守る。

・空き家の解体工事を推進し、地域の保全と景観の改善を図る。

社会貢献・地域貢献 地域密着型支援

地域住民とコミュニケーションを図り、包括的なサポートに貢

献してまいります。

・施主や近隣住民とのコミュニケーションを大切にし、空き家問題・解

　体工事に関する不安や懸念を解決する。

・解体後の土地活用についても共に考え、暮らしやすい地域となるよう

　寄与する。

・自然災害が発生した場合、自治体と連携しながら迅速な支援を行う。

内部管理・組織体制 労働力の強化と維持

社内の評価制度に基づき、家庭や職場において男女ともに活躍

できる組織づくりを目指してまいります。

・従業員へ資格取得や受講のバックアップを行い、スキルアップの強化

　を図る。

・従業員へ安全教育を実施し、安全で健康な労働環境を確保する。

製品・サービス
環境・空き家問題

への取組

解体工事業者として、廃棄物処理や空き家問題に貢献してまい

ります。

・産業廃棄物の再利用を促進し、廃棄物埋め立ての減少に寄与する。

・工事の品質に重点を置き、周辺環境の保全に努める。

・空き家問題を積極的に発信し、問題の解決に努め地域社会へ貢献

　する。

ＳＤＧｓとは
「持続可能な開発目標（ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）」
の略称です。２０１５年９月、国連の「持続可能な開発のための２０３０
アジェンダ」で設定された、２０３０年を期限とする１７のゴール（目標）と
１６９のターゲットのことです。２０３０年までに、あらゆる貧困に終止符を
打ち、不平等を是正し、気候変動に対処するなど「誰一人置き去りに
しない」ための取組みを掲げています。


